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顧客が買いたいと思うような「価値情報（製品、作り手、事業プロセス）」を適切に伝えること（広

報）は、「売れる商品作り」の必須要素である。「価値情報」は、「製品の情報（機能・性能、表情）」

「作り手の情報（理念や実績、信頼）」「事業プロセス（開発～商品・販売に至る様々な物語）」等で

構成される。特にモノづくり企業においては「技術や信頼」が重要な価値情報であり、これを消費

者に分かり易く正しく伝える「科学コミュニケーション」は価値形成に有効である。そこで、青森

産技の成果をサンプルとし、価値情報を整理し、効率的に発信する方法について検討・実証するこ

ととし、本年度（R2 年度）は下記の内容を実施した。 

「伝え方研究」 

・広報整理シート 2 種作成／ 商品発表用（広報整理シート）（図 1） 

イベント別（広報整理シート）（図 2） 

・整理シートの試験運用と改良／青森産技内広報３件について試験運用し、シートを改良。 

・イベント準備広報計画表作成／R3 年度実施予定イベントの計画表を作成。 

 

「見せ方研究」 

・「青森産技マルシェ」WEB サイトを構築。青森産技の「食」に関する研究成果をセレクトし、

生活との関わりと共に紹介することで青森産技の存在意義（価値）について発信。 

・対象を一般消費者とした文章の検討（科学コミュニケーションの実施） 

・アクセス動向調査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  青森産技マルシェ WEB 

図 1  商品発表広報整理シート 

図 2  イベント別広報整理シート 


